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2025年夏、当院の心臓血管外科が再スタートを切りました。新チームを率いるのは和田部長です。「地域の皆さまに、安心

して心臓の治療を受けていただきたい」そう語る和田部長に、患者さまからよくいただくご質問についてお話を伺いました。

当科では、虚血性心疾患、弁膜症、大動脈疾患など命に直結する心臓・血管の

病気に対して外科治療を行っております。「安全で確実な手術」を第一に、患

者さま一人ひとりに最適な治療をご提供することが使命です。

冠動脈バイパス手術や弁形成術、大動脈手術では、「どの方法が最も良いの

か」をチーム全体で徹底的に議論します。循環器内科、麻酔科、看護師、臨床

工学技士など多職種が連携するチーム医療が当科の強みです。患者さまが不安

なく治療に臨めるよう、十分なご説明と対話を大切にしております。

命を支える最後の砦として

M e d i c a l  T o p i c s

心臓の未来を 、共に創る 。心臓血管外科 、新体制で再始動 。

人 に 寄 り 添 い こ こ ろ か ら 支 え る 医 療

チーム医療で最善の治療を

心臓血管外科 和田部長

どんな症状のときに受診すればよいですか？

胸の痛みや圧迫感、息切れ、動悸、足のむくみは心臓や血管から

の大切なサインです。症状が軽くても背景に重い病気が隠れてい

ることがあります。気になる変化があれば早めにご相談ください。

動悸や息切れは年齢のせいでしょうか？

すべてが「年齢のせい」とは限りません。弁膜症や不整脈、心不

全など治療が必要な病気が原因のこともございます。早期に気づ

くことで治療の選択肢は広がります。

高齢でも手術は受けられますか？

手術の可否は年齢だけで決まりません。全身状態や生活背景、病

気の進行度を総合的に評価します。近年は体への負担を抑えた手

術も進歩しており、高齢の方でも安全に治療が行えるケースが増

えております。

手術後、普通の生活に戻れますか？

以前の暮らしを諦める必要はありません。一歩ずつ、確実に日常

を取り戻せるようサポートします。心臓手術後にホノルルマラソ

ンを完走された患者さまもいらっしゃいます。「手術を受けたか

らこそ、また挑戦できる生活を取り戻す」ことを目標に、お一人

おひとりに合わせてご提案いたします。

心臓の病気は日常生活を大きく変えてしまうことがあります。私たちは手術の成功だけでなく、その先の生活まで見

据えた医療をご提供いたします。地域の皆さまにとって「いざという時に頼れる心臓外科」であり続けられるよう、

今後も研鑽を重ねてまいります。心臓や血管に関する気になる症状がございましたら、お気軽にご相談ください。

いざという時に頼れる心臓外科を目指して



この度、当院初となる診療看護師が心臓外科チームに加わりました。診療看護師は、大学院で専門教育を受けた看護のエキス

パートです。医師の指導のもと、一定の診療行為を行うことができ、医師と看護師の架け橋となって患者さまをサポートします。

⚫ 手術前

入院から手術までの検査・評価をスムーズに調整し、患者さまの体質や生活背景を深く理解します。

手術の説明を医師と一緒に行い、ご不安を解消いたします。

⚫ 手術中・直後

手術の介助や、心臓の動きを助けるポンプ（補助人工心臓）などの高度な医療機器を使用する患者さま

の専門的な管理を行います。術後の傷や感染症の管理、早期リハビリに向けた調整も担当します。

⚫ 回復期から退院後

歩行訓練の計画や、退院後の生活(お薬、生活習慣、再発予防)について丁寧に指導します。外来でも継続的にサポートいたします。

診療看護師は医療の専門知識と技術を活かし、患者さま一人ひとりに寄り添いながら、チームの中心となって安全な治療と回復

を支えてまいります。

心臓手術の成功は、医師だけでなく診療看護師・臨床工学技士・管理栄養士をはじめとする多職種の連携があってこ

そ実現します。私たちは患者さまの命と未来を守るため、日々研鑽を積み、チーム一丸となって最善の医療をご提供

してまいります。安心して治療を受けていただけるよう、私たちがしっかりとサポートいたします。

心臓血管外科チームのご紹介

診療看護師

臨床工学技士

心臓手術の多くは、心臓を一時的に止めて行います。その間、患者さまの血液を体外で循環させ、

酸素を送り続ける。この重要な役割を担うのが「人工心肺装置」です。

臨床工学技士は、医師・看護師と綿密に連携しながら、この装置の準備・運転・管理を行い、

患者さまの状態変化を常に監視しています。

人工心肺はわずかな変動が手術の安全性に影響するため、迅速な判断力と的確な技術が必要です。

機器の知識だけでなく、生理学や心臓血管の専門知識を駆使し、患者さま一人ひとりに合わせた

最適な循環管理を実現しています。

“患者さまの命を預かり、未来へつなげること”これが私たち臨床工学技士の使命です。

当院は総合病院として、心臓の病気だけでなく、他のご病気をお持ちの方も安心して治療を受けていただけます。食事や栄養の

管理もその方のご病気や状態に配慮して対応いたします。手術後は、一時的に食欲や咀嚼(かむこと)、嚥下(飲み込み)に変化が生

じることがあります。管理栄養士は、ご本人や多職種と連携しながら、お食事や栄養のサポートを行っています。

「食べること」は回復への第一歩。患者さまが安心して栄養を摂れるよう、きめ細やかに対応してまいります。

管理栄養士

入院から退院後まで、あなたに寄り添います

命をつなぐ「人工心肺」のスペシャリスト

お一人おひとりに合わせた食事と栄養サポート

献血は、輸血を必要とする患者さま

の命をつなぐ「命のリレー」です。

血液は人工的に造ることができず、

長期保存もできないため、皆さまの

温かいご協力が必要とされています。

ご 予 約 は こ ち ら

ラブラッドW ebサイトへ繋がります

皆さまの温かいご協力をお願いいたします

院内献血会 を 開 催 し ま す

3月1 0日 (火) ９ : 3 0～1 2 :15  / 1 3 :30～16: 15

3月1 1日 (水) 1 0 :00～1 4 :30

会場：ＪＲ東京総合病院 e棟４階 A・B会議室

日時：
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